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＜学校経営の根本精神＞ こつこつ とことん あきらめない

＜今年度の重点目標＞ 自分から 勇気をもってチャレンジ！

週末、警備会社から連絡があり、学校に向かいました。警備会社の方と一緒に確認をしましたが、

特に異常は見られず、ほっとしました。しかし、よくよく警備会社の方を見ると、どうも見たことが

あるようなお顔。「もしかして・・・」「先生！」なんと２０代のころ担任していたクラスの教え子で

した。実に３２年ぶり！こんな偶然もあるんですね。

４年２組授業研究会
２８日、４年２組の授業研究会がありました。国語科「プラタナスの木」で、登場人物の思いが変

わったきっかけを読み取る学習でした。ご指導には、町教育委員会の宍戸先生と大木先生にお越しい

ただきました。

子どもたちは、教材文を読み、手がかりとなる文章を見つけていきました。そして選んだ理由を書

き、グループごとに活発に話し合いました。最後に全体で考えをまとめました。子どもたちは、友達

の意見に耳を傾け、積極的に自分の意見を発表し、授業を盛り上げていきました。大勢の先生方が参

観している中、頑張った４年２組なのでした。

醸芳っ子通信
2023年9月16日

醸芳小学校は 創立

150周年を迎えました



「昔遊び」で遊びました（１年）
１年生は、だるま落とし、

けん玉、ヨーヨー、あやと

り、おはじきなど、昔遊び

で遊びました。

さあ、どうかな。うまく

できるかな。だるま落とし

のコツを教えてあげると、

上手にできるようになりま

した。校長先生は、お手玉

は苦手だけれど、あやとり

は得意なんだぞ！

にぎやかな声が教室じゅ

うに広がっていました。冬

休みなど、ぜひ家族と一緒

にやってみましょう。きっ

と盛り上がること、まちが

いなし。

第５６回花いっぱいコンクール表彰
２７日、福島民友新聞社本社において、第５６回花いっぱいコンクール表彰式があり、環境教育担

当の小出先生が出席してまいりました。醸芳小学校は、「県教育長賞」という名誉ある賞をいただきま

した。冬が近づき、咲いている花も少なくなってきましたが、春に向けてパンジーやビオラ、チュー

リップなどの準備を着々と進めています。春になったら、また美しい花々が学校周りを飾ってくれる

ことでしょう。楽しみですね。

おめでとう！

福島県児童作文コンクール

特 選 １年 斎藤 結来 「だいすきなカナちゃん」

準特選 ５年 菅野 泰瑶 「みんなで救おう日本の危機」


